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私たちは⾳に囲まれて⽣活しています。坂本研究室では，都市・建築空間により良い⾳
環境を実現するべく，⾳環境の予測，計測，評価，制御に関する研究を⾏っています。
◆室内⾳響︓オーディトリアム，公共空間，⽣活空間
◆建築⾳響︓建物ファサード，室界壁の遮⾳性能，吸⾳性能
◆⾳響計測法︓インパルス応答測定法，遮⾳測定法，反射・吸⾳測定法
◆⾳場予測⼿法の開発︓波動数値解析⼿法の開発と応⽤
◆⾳場シミュレーションと評価実験︓3次元⾳場再⽣，視聴覚提⽰システム，低周波⾳
◆環境騒⾳︓道路交通騒⾳，鉄道騒⾳，航空機騒⾳，⾵⾞騒⾳，設備騒⾳

種々の環境騒⾳の予測モデルの構築

環境アセスメントのための道路交
通騒⾳予測モデル作成に参画し研
究を⾏う。⾃動⾞発⽣騒⾳パワー
レベルの⾃動測定システム開発，

都市域における建
物群の遮蔽効果，
地表⾯効果等，多
様な伝搬要因の影
響評価に関する研
究に取り組む。

⾞両⾛⾏⾳データ収集の⾃動化⼿法の開発

 データ処理
イベント検出
速度・⾞種の推定
パワーレベルの推定

 測定
動画の収録
⾛⾏騒⾳の録⾳

⾳場シミュレーションシステムの構築
複数⼤⼝径スピー
カを⽤いた低周波
⾳再⽣装置，6ch
スピーカによる⽴

体⾳場再⽣システムにドームス
クリーン型映像装置を加えた視
聴覚情報呈⽰システムを構築し，
環境評価実験に利⽤する。

視覚情報の有無により⾳環境に対する印象が変化す
る。交通騒⾳の場合は⾳源の種類によって，また⽣
活のシーンにおいては聴取環境の違い（屋内／屋
外）によって，視覚情報の影響がどの程度⽣じるか
を定量的に評価する。

ノイズマップの作成⼿法に関する研究

道路交通騒⾳強度の推定⽅法

建物群内への伝搬の推定

環境管理のために有効なノイズマップ
の効率的な作成⽅法を，道路交通騒⾳
強度推定法（⾳源モデル）と街区内へ
の伝搬量の推定（伝搬
モデル）に分けて検討
する。⾳源モデルに関
しては，航空写真デー
タと機械学習を利⽤す
る⽅法を検討する。

環境騒⾳評価における視覚情報の影響

地表⾯効果の測定
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